
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  確定申告しないで死亡した場合 

Ｑ：父が先日亡くなりました。父は、確定

申告をしないで亡くなってしまったのですが、

これはいつまでに提出すればいいのですか？ 

 

Ａ：相続のあったことを知った日の翌日か

ら４ヶ月以内に申告しなければなりません。 

【解説】 

平成17年分の所得税について確定申告書を

提出すべき人が、平成18年１月１日から同年

３月15日までの間に申告書を提出しないで死

亡した場合、又は納税者が平成17年中に死亡

した場合に、平成17年分の所得税について確

定申告書を提出しなければならない場合に該

当するときは、その相続人は、相続の開始が

あったことを知った日の翌日から４ヶ月以内

に申告しなければならないこととなっていま

す。 

同様に、損失申告のできる人が死亡した場

合も上記期間中に申告することができます。 

なお、平成17年中に死亡した納税者が、平

成17年分の所得税について還付を受けること

ができる場合は、相続人は還付を受けるため

の申告書を提出することができます。 

この、亡くなった者の確定申告を準確定申

告といいます。 

提出先は、亡くなった者の納税地を所轄す

る税務署です。 

納税地は、原則として住所地ですが、居所

や事業場等がある人は、居所や事業場等を納

税地とすることも認められます。 
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